












要約:母子保健における保健婦活動の実態調査結果から以下のことが計数的に明らかとな

った。①わが国で母子保健事業が効果をあげている要因は,市町村.保健所の共同活動が行

われているからである,②出生数 500 未満の市町村においては,母子保健行政を専管するこ

とは不可能である.③保健婦活動の効率化のためには保健と医療と福祉のシステムづくり

が鍵となる。しかし,地域差も大きく,保健婦活動のパターンも巽なり,また保健所と市町村

の連係の主導性などもあって一律に決められない。現場の実情を勘案のうえ効率化を図る

必要があろう。 


